
 

●隊形と準備、援助者の位置  

利用者同士の一体感を持たせ、集中力を持続させるためには、ゲームの素材に合わせた隊形をつくることも大切です。 

同時に、援助者は進行中の立ち位置などにも気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

● 的を起こす援助者 

（サブリーダー2） 

得点表 

 

 

Ａグループメンバー 

Ａグループの代表者

輪ゴムをセットする援助者●

（サブリーダー1） 

Ｂグループの代表者

← Ａグループの的 

＊的は机などの上に設置する 

 

← Ｂグループの 

 

←Ｂグループの的 

＜隊形と準備＞ 

・ＡＢ2 グループに分かれます。 

・グループメンバーは、的が見えるように一列に座ります。 

 端の人は、 輪ゴムが飛んでこないように位置を気をつけましょう。 

・各グループの的は、机などの上に、ＡＢそれぞれの正面になるように設

置します。 

・スタートラインを図のような距離（1ｍ、1.5ｍ、2ｍ）で 3 本引いておき、代

表者の座るイスを用意します。 

 

＜援助者の位置＞ 

＊リーダー（ゲームをすすめる援助者） 

ゲームの進み具合や、利用者の状況、反応により、立ち位置を移動しま

す。（例えば、的や、得点表の付近、Ａの応援の時にはＡメンバーの

前、Ｂの応援の時にはＢメンバーの前、代表者と的の間付近など。）   

 

 

＊サブリーダー（ゲームがスムーズに進むよう、リーダーをサポート

をする人＊この場合は、2 人いるとスムーズに進みます。 

・サブリーダー1 は、鉄砲に輪ゴムをつけて渡すため、双方の代表者の

間（やや後ろ）に待機します。          

・サブリーダー2 は、倒れた的を起こすために、的の脇にスタンバイしま

す。得点表の近くにいると、得点も記録でき効率がよいでしょう。 

 

2ｍ    1.5ｍ   1ｍ 

＊図の はリーダーの立ち位置範囲の目安です。 

Ｂグループメンバー 


